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1. 研究の背景と目的 

 道路橋の付属施設である情報板支柱（図-1）は，

風荷重や交通荷重による繰り返し荷重を受け，応力

集中部である補強リブ部や開口部の溶接継手部に

疲労き裂が発生した事例が報告されており 1), 2)，海

外の例では倒壊に至っている 3)． 

疲労き裂が検出された情報板支柱は取替作業が

実施されているが，施工コストや人手不足によりす

べての情報板支柱に対して取替作業を実施するこ

とは困難である．そのため，既設の情報板支柱に対

して簡易的で効率的な疲労対策をすることが望ま

れている． 

これまでの著者らの疲労試験の結果，開口部では

応力集中により，回し溶接部のルート部に疲労き裂

が発生することを明らかとし，開口部における当て

板補強やカーボンペースト処理の効果を示してき

た 4）．  

本研究は，情報板支柱開口部の溶接部近傍に円孔

を設けることによる，その開口部の溶接部に生じる

応力集中の緩和効果を検討する．本稿では，別報 5)

の円孔位置に関するパラメータ解析の結果をもと

に，実際に情報板支柱に円孔を設けて静的載荷試験

を行い，円孔を設けることによる開口部の溶接部付

近の応力集中の緩和効果を実証する． 

2. 静的載荷試験の概要 

図-2 に対象とする情報板支柱と静的載荷試験方

法を示す．本試験では土工路肩部で約 18 年間供用

されていた情報板支柱から情報板を取り外したも

のを用いた．情報板支柱の高さは 7700mm，鋼管径

は 355.6mm，板厚は 11.1mm である．材質は鋼管に

STK400 材，リブ部および開口部の付加板には

SS400 材が使用されており，すみ肉溶接で鋼管に接

続されている．情報板支柱の基部はコンクリート反

力壁に PC 鋼棒で接続し，情報板取付部（基部から

5960mm）にジャッキを設置した．静的載荷試験は，

円孔の有無の比較のため，孔あけ前後で行い，鉛直

図-1 情報板支柱 

図-2 対象とした情報板支柱 

図-3 孔あけ状況 図-4 円孔位置 
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荷重 11.25kN を与えた． 

図-3に孔あけ状況を示す．開口部の張り出しフラ

ンジにアプローチ用の円孔を設けた後，鋼管に切削

した．図-4に円孔位置を示す．円孔位置は，別報 5)

の円孔位置のパラメータ解析の結果より，溶接止端

から円孔縁端距離 15mm の箇所に直径 25mmの円孔

を設けた． 

図-5にひずみ測定位置を示す．ひずみ測定位置は

後述する有限要素法解析の結果より，円孔により応

力が集中する円孔縁付近（図-5における①，②，⑨），

円孔により応力が迂回することで応力が伝達され

にくくなる点（図-5における④，⑤，⑧），円孔によ

る応力分布の変化の影響がなくなる点（図-5におけ

る③，⑥，⑦，⑩）とした． 

3. 静的載荷試験結果 

図-6 に載荷試験および解析で得られた孔あけ前

後の応力を示す．なお，解析モデルの詳細は別報 5)

を参照されたい．図-6(a)より，軸 I（図-5における

円孔上側）では，円孔縁が応力集中部となるため，

溶接止端から 22mmの位置では実験および解析で円

孔無より 2 倍程度高い応力となった．また，溶接止

端付近では，円孔有の場合の応力が円孔無の 1.5 倍

程度高くなっている．図-6(b)より，軸 II（図-5にお

ける円孔軸）では，応力が円孔を迂回するように流

れることにより，円孔軸上の円孔縁付近に応力が殆

ど作用しなくなるため，溶接止端付近および溶接止

端から 50mmの円孔付近の応力が 50%程度低下した．

図-6(c)より，軸 III（図-5における円孔下側）では，

軸 I と同様に応力集中部となる円孔縁において円孔

無に比べ円孔有が高い応力を示している． 

以上の様に，実験結果と解析結果は同様の応力性

状であることから，実験的および解析的に円孔によ

り，溶接止端付近の応力を 50%程度低減できること

が示された． 
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図-6 載荷試験と有限要素解析の応力 
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図-5 ひずみ測定位置 
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